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【受診率の推移】

がん検診の受診率は、下記に記載し

た市町合併、無料クーポン事業等の制

度変更、震災等により平成28年度は

大幅に低下した。受診率は制度改正

等の影響を受けやすい傾向にある。

【がん検診受診率の課題】
【主な制度改正等】
・H20年度 富合町合併
・H21年度 城南町・植木町合併

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン事業開始
・H22年度 大腸がん検診個別検診開始
・H23年度 大腸がん検診無料クーポン事業開始
・H24年度 子宮頸がん・大腸がん（個別検診）自己負担額アップ
・H28年度 熊本地震発災

子宮頸がん、乳がんのクーポン対象者変更
大腸がんクーポン終了

2



3

【受診率目標と取組】
がん検診受診率目標は、7次総合
計画の前期計画の検証値とし、その
目標数値に到達できるよう各年度の
受診率目安、受診者数目安を設定
した。
受診率向上に向けた取組について
は、下記の市民への周知啓発から効
果的な検診方法導入まで5本の柱
で実施している。

【現在の取組】
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R1年度

（検証値）

R５年度

（検証値）

受診者数 受診率 受診者数 受診率 受診者数 受診率 受診者数 受診率 受診率 受診率

肺がん 20,000人 4.8% 21,233人 5.0% 21,142人 4.9% 20,748人 4.8% 6.2% 7.1%

胃がん 8,658人 3.2% 8,952人 3.0% 8,926人 2.9% 10,596人 3.3% 3.2% 5.1%

大腸がん 18,108人 4.3% 19,763人 4.6% 21,817人 5.1% 21,725人 5.0% 6.1% 7.1%

乳がん 9,287人 8.3% 10,199人 8.1% 13,282人 9.6% 14,403人 11.4% 10.7% 11.8%

子宮頸がん 13,095人 8.9% 17,949人 9.7% 20,534人 12.0% 24,275人 14.0% 12.9% 14.4%

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

R5



【受診率向上の主な取組】

①冬期における大腸がん郵送検診（H29年度～）

②受診勧奨の拡充（がん検診ﾊｲﾘｽｸ者など）（H29年度～）

③胃がん検診における内視鏡検査導入（H30年度～）

④効果的な無料クーポン事業の実施（H29年度～）

⑤７０歳以上がん検診無料化（令和元年度～）

⑥新型コロナ感染症拡大防止（令和２年度～）
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②受診勧奨の拡充（がん検診ﾊｲﾘｽｸ者など） （H29年度～）

【乳がん、子宮頸がん検診の課題】

○無料クーポン制度改正により受診者数が大幅減

【取組】

○罹患率の高い世代（子宮頸がん：20～30代、乳がん：40～50代）

の女性に対し受診勧奨圧着はがきで検診内容等を分かりやすく伝える

個別受診勧奨を実施
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○受診勧奨の拡充状況

平成28年度以前 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度以降

【一定年齢到達者】

1 新規検診対象者（子宮頸がん：20歳） 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人

2 新規検診対象者（その他4がん40歳到達者） 9,900人 9,900人 9,900人 9,900人 9,900人 9,900人

3 退職世代向け（62、65、68歳到達者） 30,000人 30,000人 30,000人

4 退職世代向け（62、66、68、70歳到達者） 41,000人 41,000人 41,000人

5 節目年齢到達者（46歳、50歳） 20,500人

6 節目年齢到達者（50歳、60歳） 19,000人

7 無料クーポン事業対象者（子宮頸がん21歳） 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人

8 無料クーポン事業対象者（乳がん４1歳） 5,200人 5,200人 5,200人 5,200人 5,200人 5,200人

9 無料クーポン事業対象者（子宮頸がん21歳）再勧奨 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人 3,700人

10 無料クーポン事業対象者（乳がん４1歳）再勧奨 5,200人 5,200人 5,200人 5,200人 5,200人

【ハイリスク者向け】

1
地震で受診機会を逸した方向け
※H25～27受診し、H28年度未受診者

33,000人

2
子宮頸がんハイリスク者
※平成29年度（26～38歳、偶数年齢、女性）

30,000人

3
子宮頸がんハイリスク者
※平成30年度（22～38歳、偶数年齢、女性）

31,000人 31,000人 31,000人 31,000人

4
次年度子宮頸がんハイリスク者
※平成31年度（22～38歳、偶数年齢、女性）

31,000人 31,000人 31,000人 31,000人

5
乳がんハイリスク者
※平成31年度（42～58歳（50歳除く。）、偶数年
齢、女性）

41,000人 41,000人 41,000人 41,000人

6
次年度乳がんハイリスク者
※平成31年度（42～58歳（50歳除く。）、偶数年
齢）

41,000人 41,000人 41,000人 41,000人

7 前年度郵送検診受診者への検査キット送付 2,000人

52,500人 144,900人 224,400人 216,400人 216,400人 218,400人

受診勧奨区分

受診勧奨合計
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受診勧奨 前年度末（３月末）

次年度乳・子宮頸ハイリスク対象者受診勧奨

対象者：約72,000人

再勧奨 当該年度中（９月頃）

当該年度乳・子宮頸ハイリスク対象者受診再勧奨

対象者：約72,000人
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○次年度子宮頸がんハイリスク者受診勧奨圧着はがき（表）
対象：R3年度末年齢20～38歳、3月末発送
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○次年度子宮頸がんハイリスク者受診勧奨圧着はがき（裏）
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○子宮頸がんハイリスク者受診再勧奨はがき
対象：年度末年齢20～38歳、約41,000人、9月上旬発送

（表） （裏）



子宮頸がん・乳がん検診年齢階層別受診者数年次比較
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ハイリスク者への個別

勧奨を行った対象年齢

階層が突出しており、

個別受診勧奨が効果

的であったことが判る。



【結果】
○子宮頸がん検診受診者数：100.2％増（H28年度比）
乳がん検診受診者数 ：42.4％増（H28年度比）

区分 H28 H29 H30 R１ R2 備考

子宮頸がん 10,440人 15,241人 17,170人 21,586人 21,092人 ※取組開始（赤字部分）

乳がん 9,223人 10,153人 13,216人 14,401人 13,135人 ※取組開始（赤字部分）

11
H30年度取組開始H29年度取組開始

※子宮頸がん検診受診者数に妊婦健診での受診者数は含まない。

コロナの
影響？

コロナの
影響？



・胃がん検診の受診者数を年次比較では平成30年度までは横ばい傾向、
胃内視鏡検査の本格導入後の令和元年度以降増加した。しかし、X線検
査は減少傾向で、令和2年度はコロナ禍もありさらに減少している。

・令和2年度では胃内視鏡検査が、胃がん検診受診者の約4割を占めて
いる。

③胃がん検診における内視鏡検査導入（H30年度～）
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41.1%

58.9%

内視鏡受診者は
前年比1.4倍



・70歳以上のがん検診無料化を行った平成31年度は、すべてのがん検診で
受診率が向上したが、令和2年度は受診率が低下した。

・これは、コロナ禍で8月まで集団、巡回検診を中止したことに加え、高齢で
あるため、受診を控えたケースもあるのではないかと考えられる。

⑤７０歳以上がん検診無料化（令和元年度～）
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・胃がん検診の70歳以上の受診者数を年次比較してみるとと全体とほぼ同
じの傾向であった。

・ 70歳以上では、令和2年度で胃内視鏡検査が、胃がん検診受診者の約５
割を占めていた。これは、コロナ禍で8月まで巡回検診を中止したため、個
別検診機関で受診可能な胃内視鏡検査の受診者が増加したと思われる。

胃がん検診における内視鏡検査導入（70歳以上再掲）
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47.2%

52.8%

内視鏡受診者は
前年比1.３倍



⑥新型コロナ感染症拡大防止（令和２年度～）

１ 今後の方針：継続実施

２ 事業及び事業効果等

万全な感染症対策とともにがん検診受診率向上に努める。

① 受診者の集団検診時の検温、手指消毒等の実施等（検診実施機関による実施）

② 大腸がん郵送検診の期間延長の検討（R3年度より実施）。

③ 肺がん検診個別受診導入検討（市医師会と実施検討に向けた協議中）。
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以下の表のとおり、すべてのがん検診で受診者数が減少しているが、8月末
まで集団健診を中止したこともあり、肺がん検診のように集団健診のみの検
診は受診者数の減少がより顕著であり、逆に個別検診の実施率が高い検診は
受診者数減少の影響を受けにくかった。
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がん検診におけるコロナ禍の影響

R元年度
受診者数

R２年度
受診者数

受診者
増減（％）

個別検診実施率
（令和2年度）

肺がん検
診 20,748人 17,071人

△17.7
％

0％

胃がん検
診 10,596人 9,972人 △5.8％ 41.0％

大腸がん
検診 21,725人 19,781人 △8.9％ 63.3％

乳がん検
診 14,401人 13,135人 △8.7% 92.8%

子宮頸が
ん検診

21,586人 21,092人 △2.2％ 96.1％

〇受診者数比較（R元-R2 ）



令和２年度末までの受診率推移
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取組以後



【参考】がん検診の進め方に関するロードマップ

取

組

種

類

が

ん

種

別
取組名

平成28年度

(2016年度)

平成29年度

(2017年度)

平成30年度

(2018年度)

令和元年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

令和4年度

（2022年度）

胃 新 胃内視鏡検査導入

肺 新 肺がん検診個別検診化

大

腸
新 郵送検診検診の開始

勧 無料クーポン再勧奨等

勧 ハイリスク者個別勧奨

勧 退職世代への受診勧奨

環
応急仮設住宅巡回検診

等

勧 節目年齢受診勧奨拡充

連 がんに関する講演会

啓 いきいき健康大使

環 がん検診完全無料化

受

診

率

向

上

の

取

組

乳

・

子

宮

頸

共

通

項

目

5

が

ん

新たながん検診等の実施検討

がん検診における感染症対策

藤山仮設、東町仮設で巡回検診
他の仮設に配布実施

R元年度
事業終了

郵送検診開始 ⇒ 効果検証・利便性向上

乳・子宮頚無料クーポン個別再勧奨
生まれ月による受診月指定

ハイリスク者（20～40代）
個別受診勧奨・再勧奨

節目年齢個別受診勧奨の拡充
※40歳 → 40・50・60歳

熊本市いきいき健康大使による啓発

胃内視鏡検査導入導入検討

導入検討

退職世代（62・65・68歳）
個別受診勧奨の実施

無料化の他都市調査等

市・企業協働による乳がん講演会

啓 周知啓発 環 環境整備 連 企業等連携 勧 個別勧奨 新 新たな取組

が
ん
検
診
無
料
化
方
針
の
決
定

ハイリスク者（40～50代）
個別受診勧奨・再勧奨

R元年度
70歳拡充

70歳以上
無料化

継続実施

継続実施（拡大）

継続実施
乳・子宮頸がん検診の無料化
も今後検討

改善実施（無料化実施で事業中止）
※利用率向上困難の場合は場合は中止検討

継続実施

継続実施（イベント等の再開

継続実施

継続実施（イベント等の再開後）

恒久or時限無料化
全部or一部がんで実施を検討

胃内視鏡検
査開始

胃がんリスク
検査導入

引き続き、効果の見込める検診
等の導入検討

胃内視鏡検査導入検討

集団・巡回検診における感染症対策の
実施

導入検討

導入検討
予算措置

個別検診
開始予定

18


